「防災について」　　　　　　　
福岡市手をつなぐ育成会　理事長　花田敏秀
2011年の東日本大震災をはじめとして熊本、北海道の大地震また、地元福岡県、岡山県、広島県、佐賀県などで発生した大雨や土砂災害など、この五年ほどをとっても多くの人が避難所生活を余儀なくされるような大規模な災害が頻発しています。これは地球温暖化のなせる業なのでしょうか。
[bookmark: _GoBack]わたくし自身が「防災」について特に勉強したわけではなく、またこれまで６０数年生きてきて、幸いなことに公私ともに大きな災害を経験することもなく過ごしてきまして「ボーっと生きてんじゃねーよ！」と某テレビ局の5歳の女の子に叱られそうな状態です。災害はいつ起きるか分かりません。この際、いくつかの課題を取り上げて改めて皆さんとともに学んでみたいと思います。
福祉避難所について
福祉避難所とは、災害対策基本法に位置づけされていて、障がいのある人や高齢者、乳幼児を連れた人や妊娠している女性など（要配慮者）の利用を想定した避難所のことです。実務的には要配慮者として入所施設の利用までの必要性がない人を対象としている傾向があります。入所施設の利用が必要な人は緊急入所、緊急ショートステイによる対応が基本となります。それぞれの自治体で作成されているハザードマップや福祉避難所の場所等について確認しましょう。
個人情報の取扱いと防災について
民生委員さんや自治会等地域のお世話をしている役員さんから、個人情報の保護の問題からお世話がしにくくなったとの話を伺うことがあります。実際に東日本大震災の際、個人情報の保護を名目に、障害者情報の提供を拒んだ市町村が少なからずありました。そこで2013年に災害対策基本法が改正されました。その概要は次のとおりです。①避難行動要支援者名簿の作成を市区町村に義務付けるとともに、その作成に際し必要な個人情報を利用できること②避難行動要支援者本人の同意を得て、平常時から消防機関や民生委員等の避難支援等関係者に情報提供すること③現に災害が発生、または発生のおそれが生じた場合には、本人の同意の有無に関わらず、名簿情報を避難支援等関係者その他の者に提供できること④名簿情報の提供を受けた者に守秘義務を課すとともに、市区町村においては、名簿情報の漏えいの防止のため必要な措置を講ずること
一番大切な防災対策は
支援を求める力をつけること、受援力の向上だとされています。自分の家が無事で隣が
被災した時「お手伝いしましょうか」と声をかけるのは案外たやすいことなのですが逆に自分が困っているときに「助けてください」というのはとても勇気がいることです。難しいことですが「助けてほしい」とSOSを出すのを受援力というそうです。これが災害の時には大事だとされています。そしてこの受援力をつけるためには当事者・保護者が地域の防災訓練などに積極的に参加して顔を覚えてもらうことが大事です。こどもの障がいを地域の人に知られたくない、隠しておきたいという気持ちは今でもよく耳にします。我が国の障がい福祉の現状からその気持ちが分からなくはないのですが、こと大規模な災害に関してはこれが致命的になる可能性が高いと思われます。地域から孤立することなく、自ら壁を作ることなく日頃から交流を持っていることが一番の防災対策となると思います。これからもいっしょに防災について学んでいきたいと思います。
